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１４ページに関連記事

２０１８
平
成
３０
年

№７６１
2



大
切
な
文
化
財—

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

支
え
て
い
ま
す
。

茅
葺
屋
根
、
広
い
庭
、
雪
つ
り
で
囲
わ
れ
た
庭
木
、
大
き
な
灯
篭
。
雪
は
等
し
く
そ
れ
ぞ
れ
に
降
り
積
も
り
ま
す
。

引
き
継
い
だ
大
切
な
文
化
財
を
、
雪
の
重
み
で
壊
さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
、
雪
に
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。

　例年にない豪雪の今年の冬。写真は１月２７日、この日集まった柏倉家住宅の
除雪ボランティアの皆さんと町の担当者です。この撮影の後、長い棒で黒塀に
積もった雪を払ったり、屋根から落ちた雪の片付けなどを行っていました。

30.2.15 2

広報なかやま



　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
除
雪
は
、
１
月
か

ら
３
月
ま
で
、
毎
週
水
曜
日
と
土
曜
日
、
朝

９
時
か
ら
１
時
間
ほ
ど
の
作
業
で
す
。

　
現
在
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
３０
名
。
無
理
を

せ
ず
、
来
ら
れ
る
時
に
お
手
伝
い
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
屋
根
か
ら
落
ち
た
雪
の
片
付
け
、
黒
塀
の

屋
根
の
雪
下
ろ
し
、
庭
木
や
灯
篭
の
雪
落
と

し
な
ど
が
主
な
作
業
で
す
。

　
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
教

育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
（
電

話
６
６
２

－

２
２
８
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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ようこそ中山町へ
「地域おこし協力隊」２名が着任予定

一緒にまちづくりに取り組む仲間が増えます

　「地域おこし協力隊」とは、地方公共団体の公募などにより、自分の能力を地方の地域づくりに活
かしたい都市部の方を、町などが「地域おこし協力隊員」として委嘱する国の制度のことをいいます。
隊員は一定期間、その地域に居住して、地域おこしの支援など「地域協力活動」を行いながら、その
地域への定住・定着を図る取り組みです。
　町では、この制度を活用し、３月から、中山町初の地域おこし協力隊員として前田真莉子さんと左
治木悠子さんの２名を委嘱する予定です。おふたりからは、主に、柏倉家住宅を中心とした地域づく
りに従事していただくことにしています。
　３月には、「柏倉九左衛門家のひなまつり」が開催される予定ですが、さっそくこのイベントで活
動をしていただくことになっています。町民の皆さんには、ぜひ、ひなまつりに足を運んでいただき、
おふたりを見かけたら声をかけてください。
　着任予定のおふたりから町民の皆さんにメッセージをいただきました。

左
さ

治
じ

木
き

 悠
ゆう

子
こ

さん（東京都出身）
　東北芸術工科大学で文化財の保存科学を学んだ後、博物館の収蔵庫
や展示ケースを手掛ける仕事や、地域マネジメント会社で地域活動の
取り組み方などを学んできました。学生時代に山形には住んでいたも
のの、中山町には訪れたことがありませんでした。今回、協力隊員と
して中山町のまちづくりに関わることができてとてもうれしく思って
います。柏倉家住宅の文化財に触れながら、中山町の歴史や文化を深
く知り、皆さんと一緒に楽しめる場を作っていきたいです。
　はじめはアタフタしているかもしれませんが、どうぞよろしくお願
いします。

町散策が趣味だという左治木さん。町歩きをして、たくさん
町の魅力を見つけて活動に生かしてくださいね。

前
まえ

田
だ

 真
ま

莉
り

子
こ

さん（東京都出身）
　皆さん、はじめまして。私は、武蔵野美術大学基礎デザイン学科を
卒業後、卸商社や建築会社などでグラフィックデザインを中心とした
デザイン制作を行ってきました。中山町は新しい部分と伝統的な部分
が共存している面白い町だなという印象です。
　３月から移り住むということで、今、どきどき、ワクワクしていま
す。町の皆さんにいろいろなことを教えていただきながら、私自身も
勉強して、活動に生かしてがんばっていきたいと思っています。これ
からよろしくお願いします。

前田さんの好きな食べ物は、フルーツだそうです。「フルー
ツの町なかやま」でおいしい体験を楽しんでくださいね。
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町
消
防
団

出
初
式
で
決
意
新
た
に

　
１
月
７
日
、
町
消
防
団
の
出
初
式
が
行

わ
れ
、
町
消
防
団
員
約
２
０
０
名
、
本
部

車
、
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
な
ど
が
中
央
公

民
館
前
の
通
り
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
観
閲
や
分
列
行
進
、
祝
賀
放

水
が
行
わ
れ
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
引
き

締
ま
っ
た
表
情
で
、
災
害
か
ら
町
民
を
守

る
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
佐
藤
町
長
は
「
地
域
の
防
災
の

要
と
し
て
、
日
々
活
動
す
る
皆
さ
ん
に
敬

意
を
表
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
安

心
の
た
め
、
団
結
し
て
活
動
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
団
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

消
防
団
員
募
集

あ
な
た
の
力
が
町
の
安
心

女性消防隊

放水を行う消防団員

ラッパ隊

被服は貸与し、報酬・手当
が支給されます。公務災害
の補償があり、退職報償金
が支給されます。
また、中型車免許の取得に
対する補助があります。

主な行事・・・
　春季消防演習
　操法大会
　防災訓練
　出初式

お申し込み、お問い合わせ、入団希望者はお近くの消防団員
または、総務課危機管理グループ（☎６６２－４８９９）へ。
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防
災
セ
ン
タ
ー
の
調
理
実
習
室

を
料
理
教
室
の
た
め
に
お
借
り
し

た
際
、
調
理
用
具
等
が
そ
ろ
っ
て

お
ら
ず
、
困
っ
た
時
が
あ
り
ま
し

た
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

と
し
て
利
用
で
き
る
施
設
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
最
低
限
の

調
理
器
具
な
ど
を
設
置
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
７０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
防
災
セ
ン
タ
ー
を
含
む
「
最
上

川
東
村
山
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
平
成
１１
年
に
東
北

地
方
に
お
い
て
国
が
初
め
て
整
備

し
た
水
防
拠
点
で
、
最
上
川
沿
川

の
６
市
町
を
、
最
上
川
、
須
川
の

洪
水
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
施
設

で
す
。
い
ざ
災
害
が
起
き
た
際
に

は
、
現
地
対
策
本
部
や
水
防
団
の

待
機
場
所
と
し
て
、
ま
た
、
平
常

時
に
は
地
域
の
方
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
あ
く
ま
で
災
害

時
に
お
け
る
緊
急
活
動
の
拠
点
施

設
で
あ
り
各
地
区
に
あ
る
公
民
館

防
災
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習

室
の
用
具
に
つ
い
て

平
成
２６
年
に
は
、
９６
人
ま
で
職
員

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
福
祉
や
介
護
、
教
育

な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
と
、

職
員
の
年
齢
構
成
の
偏
り
や
多
く

の
退
職
者
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ

る
組
織
運
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

町
条
例
で
定
め
る
職
員
定
数
と
同

数
の
１
０
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
職
の
職
員
で
み
る
と
、
人

口
１
万
人
当
た
り
の
職
員
数
は

７４
・
９６
人
と
、
全
国
の
自
治
体
の

中
で
中
山
町
と
人
口
や
産
業
構
造

が
似
て
い
る
６０
自
治
体
と
比
較
す

る
と
、
１２
番
目
に
職
員
が
少
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
職
員
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

「
中
山
町
人
事
行
政
の
運
営
状
況
」

や
「
中
山
町
の
給
与
・
定
員
管
理

に
つ
い
て
」
な
ど
で
公
表
し
て
い

ま
す
。�

（
担
当　
総
務
課
）

　
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
平
成
２８
年
度
決
算
に
お
け
る
町

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

等
と
は
異
な
る
施
設
で
す
の
で
、

倉
庫
内
に
は
災
害
時
に
使
用
す
る

炊
飯
器
や
簡
易
な
調
理
器
具
を
含

む
緊
急
物
資
を
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
備
え
付
け
て
あ
る
程
度
の

備
品
は
今
後
も
維
持
し
て
い
く
考

え
で
す
が
、
こ
れ
ら
備
え
付
け
の

も
の
以
外
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
は
、
利
用
さ
れ
る
団
体
様
で
ご

準
備
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。�

（
担
当　
総
務
課
）

　
町
職
員
の
人
数
は
適
正
な
の
で

し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
中
山
町
の
職
員
数
は
、
平
成
１１

年
の
１
１
６
名
を
ピ
ー
ク
に
年
々

減
少
し
、
欠
員
の
補
充
や
新
規
採

用
者
の
抑
制
、
業
務
委
託
に
よ
る

事
務
の
合
理
化
等
を
進
め
た
結
果
、

町
職
員
の
人
数
に
つ
い
て

貴重なご意見を
ありがとうございます

町民の皆さん
からの声

　町には、町民の皆さんからたくさんのご意見が寄せられます。
その内容は、ご意見やご提案などさまざまです。町では、氏名・
住所および電話番号の記載のあるものには、その方へ回答をお
返ししています。また、その記載がなくても、そのご意見に対
して町での対応をまとめています。今回は、平成２９年度の４月
から９月に頂戴したご意見と町の回答を、抜粋・要約して掲載
いたします。

平成２９年度（上半期）のご意見等の件数
　平成２９年度上半期（平成２９年
４月～９月）は、匿名の方を含
めて、全部で２４件のご意見をい
ただきました。

ひまわり
直 行 便

ひまわり
ポ ス ト メール その他

町 政 関 係 １１ １ ４ ２
職 員 関 係 １
町関連団体 １
そ の 他 ３ １
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項　　　目 Ｈ２６決算 Ｈ２７決算 Ｈ２８決算
早期健全化
基準
※１

財　　政
再生基準
※２

実 質 赤 字 比 率 － － － １５％ ２０％
連結実質赤字比率 － － － ２０％ ３０％
実質公債費比率 １０．２％ ９．６％ ９．４％ ２５％ ３５％
将 来 負 担 比 率 ８９．３％ １０８．４％ １１５．１％ ３５０％ －

中山町の健全化判断比率等について

※１　‌�早期健全化基準〔経営健全化基準〕（黄色信号）…各指標のいずれかが早期健全化基準を超えて
しまうと「早期健全化段階〔経営健全化段階〕」と判断され、健全化に向けた財政健全化計画の
策定・公表・県知事への報告等が義務付けられる。

※２　‌�財政再生基準（赤信号）…各指標のいずれかが財政再生基準を超えてしまうと「財政再生段階」
と判断され、「財政再生計画」の策定・公表・総務大臣への報告等が義務付けられる。

※　実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、赤字がないため、「－」と表示。

特集：町民の皆さんからの声

の
健
全
化
判
断
比
率
は
、
早
期
健

全
化
基
準
を
上
回
る
こ
と
な
く
、

「
健
全
段
階
」に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
実
質
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
、平
成
２８
年
度
は
９
・
４
％

と
、平
成
２７
年
度
と
比
較
し
て
０
・

２
％
減
少
し
て
お
り
、
こ
れ
は
普

通
交
付
税
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
将
来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、

平
成
２８
年
度
は
１
１
５
・
１
％
と

な
り
、
平
成
２７
年
度
と
比
較
し
て

６
・
７
％
増
加
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、

中
山
中
学
校
建
設
事

業
の
た
め
借
り
入
れ

た
地
方
債
に
よ
り
、

地
方
債
現
在
高
が
増

加
し
た
こ
と
、ま
た
、

中
学
校
建
設
事
業
な

ど
に
よ
る
一
般
会
計

へ
の
繰
り
入
れ
の
た

め
、
基
金
が
減
少
し

た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
平
成
２９
年
度
以
降

に
つ
い
て
は
、
町
一

般
会
計
の
地
方
債
現

在
高
は
、
中
山
中
学

校
建
設
事
業
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
を

行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
平
成
２９
年
度
末

ま
で
増
加
す
る
も
の

と
見
込
ん
で
お
り
、

実
質
公
債
費
比
率
、

お
よ
び
将
来
負
担
比
率
の
増
加
は

否
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

早
期
健
全
化
基
準
の
数
値
を
超
え

な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
今
後
も
健
全
な
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

�

（
担
当　
総
務
課
）

　
北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
発
射

の
時
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
動
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
、
町
で
は
、
ど

の
よ
う
な
対
応
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
他
の
市
町
村
で
は
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
情
報
を
ス
ピ
ー
カ
ー
で
流

し
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
な

ぜ
中
山
町
に
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。�

（
５０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
現
時
点
で
は
、「
北
朝
鮮
か
ら

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
伴
う
情

報
伝
達
」
の
手
段
と
し
て
、
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
で
緊
急
情
報
が
伝
達
さ
れ

た
場
合
、
緊
急
サ
イ
レ
ン
で
緊
急

事
態
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
メ
ー
ル
等
の
配
信
が
不

可
能
な
方
へ
の
情
報
伝
達
と
し
て

お
り
ま
す
。

　
い
つ
何
時
緊
急
事
態
に
直
面
す

る
か
も
し
れ
な
い
状
況
で
す
の
で
、

町
で
は
情
報
伝
達
を
現
時
点
で
で

き
る
す
べ
て
の
手
段
を
駆
使
し
、

住
民
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
く
考
え

で
す
。
な
お
、
平
成
３０
年
・
３１
年

度
事
業
と
し
て
、
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
の
設
置
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。�

（
担
当　
総
務
課
）

　
公
園
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

ボ
ー
ル
な
ど
が
、
住
宅
敷
地
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
飛
ん
で
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
損
害
に
な

る
前
に
、
何
か
手
立
て
は
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。�

（
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
次
の
よ
う
な
措
置
を
講
じ
ま
し

た
。

①‌�

公
園
外
に
ボ
ー
ル
が
出
る
こ
と

を
注
意
す
る
内
容
の
看
板
を
設

置
。

②‌�

学
校
を
通
じ
て
注
意
を
促
す
。

③‌�

町
内
会
を
通
じ
、
注
意
喚
起
の

要
請
。

　
　
（
担
当　
政
策
推
進
課
、

�

建
設
課
、
教
育
課
）

　
「
西
郷
隆
盛
・
従
道
兄
弟
と
縁

あ
る
中
山
町
」
の
チ
ラ
シ
の
中
に

元
号
の
記
載
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
確
性
を
求
め
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
ご
指
摘
の
と
お
り
で
す
。
西
郷

隆
盛
が
下
川
の
渡
し
場
か
ら
最
上

川
を
渡
っ
た
の
は
、
明
治
元
年
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。�

（
担
当　
政
策
推
進
課
）

　
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、

同
一
世
帯
と
い
う
こ
と
で
、
ひ
と

ま
と
め
で
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

す
。
親
世
帯
、
子
世
帯
で
お
金
の

出
所
が
違
う
の
で
、
扶
養
以
外
の

人
に
は
個
別
に
納
税
通
知
書
を

送
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
法
律
や

町
の
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

世
帯
ご
と
に
加
入
し
、
税
額
に
つ

い
て
も
世
帯
ご
と
に
算
定
し
、
世

帯
主
に
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
対
す
る

町
の
対
応
に
つ
い
て

住
宅
近
く
の

公
園
に
つ
い
て

西
郷
兄
弟
の

チ
ラ
シ
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に

つ
い
て
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い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
同
じ
世
帯

の
税
額
を
分
け
て
通
知
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
生
計
が
別
で
あ
る
場
合

は
、
届
出
に
よ
り
要
件
を
満
た
せ

ば
世
帯
分
離
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

世
帯
分
離
が
認
め
ら
れ
る
と
、
国

民
健
康
保
険
の
世
帯
も
分
か
れ
る

た
め
、
税
額
の
算
定
お
よ
び
通
知

は
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
に
行
い
ま
す
。

要
件
に
つ
い
て
は
担
当
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�

（
担
当　
住
民
税
務
課
）

　
広
報
な
か
や
ま
お
知
ら
せ
版
７

月
１
日
号
に
折
り
込
み
さ
れ
て
い

た
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
チ
ラ
シ
を
見

た
ら
、
会
場
に
な
っ
て
い
る
の
が

町
外
の
飲
食
店
で
し
た
。
な
ぜ
、

町
内
の
飲
食
店
等
を
会
場
と
し
て

設
定
し
な
い
の
で
す
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
未

婚
化
、晩
婚
化
の
進
行
を
踏
ま
え
、

出
会
い
の
場
を
提
供
し
、
結
婚
へ

の
機
運
作
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

若
者
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、
町

の
活
性
化
の
一
助
と
す
る
た
め
、

町
商
工
会
青
年
部
が
東
南
村
山
商

工
会
広
域
連
携
協
議
会
と
連
携
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
実
り
の
あ
る
事
業
と
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
を
テ
ー
マ

に
し
た
婚
活
（
ス
ポ
婚
）
な
ど
、

若
者
の
目
線
に
立
っ
た
企
画
や
会

場
を
設
定
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
も
同
様
の
趣
旨
で
、
町
商

工
会
会
員
が
運
営
す
る
飲
食
店
の

中
か
ら
会
場
を
設
定
し
た
も
の
で

す
。�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

　
平
成
２８
年
１０
月
１
日
号
の
お
知

ら
せ
版
で
、「
芋
煮
会
川
柳
コ
ン

テ
ス
ト
」
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
し
た
。
優
秀
作
品
を
町
広
報
と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表
す
る
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
が
ど
う
な
っ
て

い
ま
す
か
。�

（
６０
代
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
平
成
２８
年
度
の
「
第
９
回
元
祖

芋
煮
会
ｉｎ
中
山
」
の
一
環
で
開
催

し
た
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
北

海
道
か
ら
鹿
児
島
県
ま
で
２
６
３

句
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月
３０

日
に
実
施
し
た
「
第
１０
回
元
祖
芋

煮
会
ｉｎ
中
山
」
の
ス
テ
ー
ジ
で
優

秀
作
品
５
作
品
を
発
表
し
、
大
看

板
で
作
品
の
掲
示
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
広
報
な
か
や
ま
１１
月
１５

日
号
」
と
町
観
光
協
会
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

作
品
の
募
集
か
ら
発
表
ま
で
お
待

た
せ
す
る
結
果
と
な
り
大
変
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
担
当　
産
業
振
興
課
）

　
国
道
１
１
２
号
線
沿
い
の
ひ
ま

わ
り
が
７
月
中
旬
に
な
っ
て
も
咲

く
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。
町
の
花

と
し
て
も
っ
と
目
立
つ
よ
う
に
で

き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
こ
の
ひ
ま
わ
り
は
、
８
月
の
お

盆
の
時
期
に
満
開
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
、
例
年
６
月
上
旬
頃

に
植
え
付
け
し
、
周
辺
の
除
草
や

灌
水
な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
背
丈
が
低
い
品

種
の
ひ
ま
わ
り
を
植
え
、
７
月
下

旬
頃
か
ら
は
、
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
ま
わ
り
が
開

花
す
る
ま
で
の
期
間
の
道
路
環
境

美
化
方
策
と
し
て
、
開
花
時
期
の

長
い
「
ジ
ニ
ア
」
も
併
せ
て
植
栽

し
て
い
ま
す
。�（
担
当　
建
設
課
）

　
Ｊ
Ｒ
羽
前
長
崎
駅
東
口
に
国
道

１
１
２
号
線
か
ら
直
接
つ
き
あ
た

る
よ
う
に
道
路
を
作
っ
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
駅
が
発
展
す
る
よ

う
な
施
策
が
必
要
な
の
で
は
と
思

い
ま
す
。�

（
６０
代
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
道
路
新
設
に
は
、
国
道
交
差
点

部
の
交
通
安
全
対
策
や
、
駅
利
用

者
数
の
実
態
な
ど
を
考
慮
し
、
用

地
買
収
や
移
転
補
償
な
ど
の
高
額

な
事
業
費
に
見
合
う
効
果
が
あ
る

の
か
、
総
合
的
に
判
断
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
道
と
駅
を
最

短
で
直
結
す
る
道
路
を
作
る
こ
と

は
、極
め
て
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

　
中
山
バ
イ
パ
ス
の
早
期
の
実
現

を
お
願
い
し
ま
す
。�（
６０
代
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
町
と
山
形
市
、
寒
河
江
市
、
山

辺
町
の
２
市
２
町
が
連
携
し
て
、

中
山
町
～
山
形
市
間
の
バ
イ
パ
ス

婚
活
の
イ
ベ
ン
ト
の

チ
ラ
シ
に
つ
い
て

芋
煮
会
川
柳
の

結
果
発
表
に
つ
い
て

１
１
２
号
線
の
ひ
ま
わ
り

ロ
ー
ド
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
周
辺
の

交
通
対
策
に
つ
い
て

中
山
バ
イ
パ
ス
の

早
期
実
現
に
つ
い
て
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特集：町民の皆さんからの声

整
備
実
現
に
つ
い
て
国
へ
要
望
活

動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
達
磨
寺
付
近
に
は
、
バ
イ

パ
ス
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
の
啓

蒙
看
板
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
国
で

は
「
計
画
段
階
評
価
を
進
め
る
た

め
の
調
査
」
を
今
年
度
か
ら
実
施

し
、
地
域
の
道
路
網
の
中
で
の
必

要
性
・
整
備
効
果
の
整
理
等
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
の
一
環
で
、
広
く

意
見
を
聴
取
す
る
た
め
に
２
市
２

町
の
地
域
住
民
に
対
し
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後

も
バ
イ
パ
ス
の
早
期
実
現
に
向
け

て
の
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。�（
担
当　
建
設
課
）

　
平
日
の
夕
方
、
中
山
緑
地
公
園

を
散
歩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
公
園

内
で
ゴ
ル
フ
の
練
習
を
し
て
い
る

人
を
見
か
け
ま
し
た
。「
パ
タ
ー

以
外
禁
止
」
の
看
板
は
あ
り
ま
す

が
、
な
か
な
か
目
立
た
な
い
よ
う

で
す
。
子
ど
も
に
当
た
っ
た
り
す

れ
ば
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
、

対
応
策
を
講
じ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。�

（
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
最
上
川
中
山
緑
地
で
は
、
利
用

者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
パ
タ
ー

以
外
の
ゴ
ル
フ
行
為
を
禁
止
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
看

板
で
の
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、
看

板
に
よ
る
周
知
啓
発
を
一
層
徹
底

す
る
た
め
、
利
用
者
の
モ
ラ
ル
意

識
向
上
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
よ

り
わ
か
り
や
す
い
内
容
の
看
板
設

置
と
、
お
知
ら
せ
版
に
よ
る
注
意

喚
起
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

　
夏
場
は
草
が
伸
び
や
す
く
、
歩

道
の
縁
石
の
隙
間
か
ら
草
が
伸
び

て
い
た
り
す
る
と
、
安
全
面
や
治

安
の
面
で
も
不
安
で
す
。
草
刈
り

を
ま
め
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
町
が
管
理
す
る
町
道
の
除
草
は
、

雑
草
の
繁
茂
状
況
と
実
施
効
果
を

勘
案
し
な
が
ら
年
２
回
行
っ
て
い

ま
す
。
７
月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬

ま
で
の
期
間
は
カ
メ
ム
シ
に
よ
る

稲
作
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

基
本
的
に
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
こ
の
実
施
回
数
は
、
町

以
外
が
管
理
す
る
道
路
と
比
べ
て

も
少
な
い
も
の
で
は
な
く
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
回
数
を
増
や
す

こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
現
状
の
ま

ま
で
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
担
当　
建
設
課
）

　
豊
田
地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

近
く
に
公
園
が
な
く
、
学
校
以
外

に
小
さ
い
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
場

所
が
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。�

（
３０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
豊
田
地
区
に
は
、
豊
田
小
学
校

以
外
に
も
、
町
で
管
理
し
て
い
る

児
童
遊
園
や
地
区
等
で
管
理
し
て

い
る
公
園
が
各
地
区
に
ご
ざ
い
ま

す
。

　
小
塩
農
村
公
園
（
小
塩
地
区
）、

岡
農
村
公
園
（
岡
地
区
）、
御
嶽

神
社
公
園
（
柳
沢
地
区
）、
集
落

排
水
施
設
の
西
側
公
園
（
柳
沢
地

区
）、
金
沢
児
童
遊
園
（
金
沢
地

区
）、
メ
ロ
ン
公
園
（
金
沢
地
区
）

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
の
公
園
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。�

（
担
当　
建
設
課
）

　
町
が
管
理
委
託
を
し
て
い
る
施

設
を
利
用
し
た
時
、
利
用
者
に
応

対
す
る
態
度
が
と
て
も
ひ
ど
い
職

員
が
い
ま
し
た
。

　
ど
の
よ
う
な
応
対
を
し
て
い
る

の
か
、
仕
事
ぶ
り
な
ど
を
、
管
理

し
て
い
る
町
で
も
確
認
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
４０
代
女
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
町
と
し
て
、
管
理
委
託
を
行
っ

て
る
委
託
業
者
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
今
後
こ
の
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
委
託
業
者

か
ら
当
該
職
員
に
指
導
し
た
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
委
託
業
者
へ

の
聞
き
取
り
や
調
査
を
行
い
、
適

正
な
管
理
業
務
を
行
っ
て
ま
い
り

中
山
緑
地
公
園
に
つ
い
て

歩
道
の
除
草
に
つ
い
て

豊
田
地
区
の

公
園
に
つ
い
て

町
管
理
委
託
施
設
の

職
員
の
対
応
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は ❶

ひまわりポストをご利用ください。
　役場１階ロビー、中央公民館受付窓口、保健福祉センター
受付窓口に設置してあります。備え付けの用紙に記入し、
ポストに入れてください。
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たくさんの町民が参加したチャレンジデー

ま
す
。�

（
担
当　
教
育
課
）

　
町
内
の
学
校
の
花
壇
が
い
つ
も

草
が
伸
び
て
い
て
、
が
っ
か
り
し

て
し
ま
い
ま
す
。
学
校
の
顔
に
あ

た
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
ま
め
に

草
む
し
り
を
し
て
、
環
境
美
化
に

努
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
学
校
の
技
能
技
師
を
中
心
に
、

学
校
全
体
で
環
境
美
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。�（
担
当　
教
育
課
）

　
今
年
度
初
め
て
行
わ
れ
た

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
と
い
う
の

は
、
町
に
と
っ
て
ど
う
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
平
成
２９
年
５
月
３１
日
に
、
町
で

は
初
め
て
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２

０
１
７
ｉｎ
な
か
や
ま
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
の
皆
さ
ん
の
取
り

組
み
に
よ
り
、
５３
・
７
％
の
実
施

率
と
な
り
、
対
戦
相
手
に
勝
利
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
初
参
加

自
治
体
の
１０
自
治
体

の
う
ち
、
一
番
参
加

率
が
高
か
っ
た
こ
と

か
ら
、「
新
人
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
実
施
し
た

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
次
の

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

①‌�

年
齢
・
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る

た
め
、
た
く
さ
ん

の
人
に
ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
や
爽
快
感

を
実
感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

②‌�

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
健
康
に

対
す
る
意
識
を
高
め
る
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

③‌�

ス
ポ
ー
ツ
の
習
慣
化
を
図
る
こ

と
で
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
住
民
が
増
え
、
こ
れ
を
継
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
の

医
療
費
の
削
減
に
も
寄
与
し
て

い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

④‌�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の
中
山
町
の

対
戦
相
手
と
特
産
品
の
交
換
を

し
相
互
交
流
の
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

⑤‌�

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

に
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の

関
心
が
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
５
つ
の
メ
リ
ッ
ト
に
加

え
、
勝
利
と
新
人
賞
の
受
賞
に
よ

り
、
当
町
へ
の
誇
り
「
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
」
を
町
民
の
皆
さ
ま
に

持
っ
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

　
こ
れ
か
ら
未
来
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
へ
、
町
と
し
て
何
か
目
に
見

え
る
施
策
は
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
。

　
例
え
ば
、
給
食
費
を
無
料
化
す

る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
学
校
給
食
法
第

１１
条
お
よ
び
同
施
行
令
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
学
校
給
食
の
実
施

に
必
要
な
施
設
お
よ
び
設
備
の
維

持
管
理
経
費
や
、
学
校
給
食
に
従

学
校
花
壇
に
つ
い
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
に

つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
へ

し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は

町へご意見などある場合は ❷

ひまわり直行便のはがきで送ってください。
　ひまわり直行便のはがきで送ってください。料金はかかりま
せん。「広報なかやま１月１５日号」と一緒に配付しています。
　今年度は２回配付しました。
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柏倉家住宅を訪れた、ドイツからのお客様（平成２９年１０月）

特集：町民の皆さんからの声

事
す
る
職
員
に
要
す
る
人
件
費
は
、

学
校
設
置
者
の
負
担
と
し
、
そ
れ

以
外
の
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費

（
学
校
給
食
費
）
は
、
学
校
給
食

を
受
け
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

負
担
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
「
中
山
町
学
校
給
食
食

材
に
お
け
る
地
域
活
性
化
事
業
費

補
助
金
」
等
の
補
助
事
業
を
実
施

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
所
得
者
世

帯
に
つ
い
て
は
、
就
学
援
助
制
度

に
よ
り
、
給
食
費
の
援
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
学
校
給
食
費
の
無
料
化
の
実

施
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

　
い
つ
も
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
開

館
時
間
は
１０
時
で
す
が
、土
日
や
、

子
ど
も
た
ち
の
長
期
休
暇
の
時
な

ど
は
、
９
時
か
ら
の
開
館
に
な
る

と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ほ
ん
わ
館
で
働
く
方
々
の
早
番
、

遅
番
な
ど
工
夫
し
て
、
な
ん
と
か

な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
ほ
ん
わ
館
の
開
館
時
間
に
つ
い

て
は
、
現
在
午
前
１０
時
か
ら
午
後

７
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

校
が
長
期
休
み
に
な
る
期
間
は
、

利
用
者
数
が
増
え
て
い
る
現
状
で

す
。

　
今
後
、
多
く
の
方
か
ら
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
図
書
館
施
設
運
営

全
般
に
つ
い
て
、
利
用
者
か
ら
親

し
ま
れ
る
運
営
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。�
（
担
当　
教
育
課
）

　
こ
れ
と
い
っ
て
特
色
の
な
い
中

山
町
が
、
文
化
遺
産
の
分
散
・
消

滅
を
防
止
し
た
こ
と
は
大
変
意
義

深
く
、
後
世
に
残
る
決
断
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
柏
倉
家
住
宅
を
保
存

し
て
い
く
に
あ
た
り
、
仮
に
保
存

経
費
が
１
千
万
円
か
か
っ
た
と
仮

定
す
る
と
、
県
か
ら
の
助
成
は
い

く
ら
で
、
町
の
負
担
は
い
く
ら
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

（
男
性
）

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●　

●

　
柏
倉
家
住
宅
の
寄
附
受
諾
に
つ

い
て
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
県
指
定
有
形
文
化
財
で
あ
る
柏

倉
家
住
宅
は
、
町
に
お
け
る
貴
重

な
歴
史
遺
産
と
し
て
観
光
等
へ
の

有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
方
向
性

が
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
る
町
総

合
計
画
に
も
明
記
さ
れ
て
き
て
お

り
、
今
後
の
具
体
的
な
保
存
お
よ

び
利
活
用
策
を
、文
化
財
、観
光
、

建
築
等
の
専
門
家
委
員
か
ら
な
る

検
討
会
議
を
開
催
し
、
現
在
、
協

議
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
補
助
金
に
関
す
る
ご
質
問
で

す
が
、
維
持
管
理
費
を
除
き
、

１
０
０
万
円
以
上
の
大
規
模
改

修
工
事
に
つ
い
て
は
、
県
と
協

議
を
行
っ
た
上
で
、
原
則
２
分

の
１
の
補
助
制
度
が
適
用
さ
れ

る
の
に
加
え
て
、
平
成
２８
年
１２

月
に
柏
倉
家
住
宅
を
核
と
す
る

「
最
上
川
が
運
ん
だ
文
化
と
黒

塀
の
豪
農
屋
敷
群
」が
県
の「
未

来
に
伝
え
る
山
形
の
宝
」
の
重

点
テ
ー
マ
に
登
録
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
補
助
金
が
１０
％
上
積

み
さ
れ
る
た
め
、
県
か
ら
は
約

６
割
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

紅
花
ま
つ
り
や
、
ひ
な
ま
つ
り
な

ど
の
ソ
フ
ト
事
業（
イ
ベ
ン
ト
等
、

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
行
う
事

業
の
こ
と
）
へ
も
県
の
補
助
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
、
お
よ
び
町
の
宝
で
あ
る
貴

重
な
文
化
財
を
次
世
代
に
残
し
て

い
く
た
め
必
要
な
修
繕
等
に
あ

た
っ
て
は
、
今
後
と
も
県
文
化
財

担
当
課
と
十
分
協
議
を
行
う
と
と

も
に
、
国
の
各
省
庁
の
新
た
な
補

助
制
度
の
動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、

適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
担
当　
教
育
課
）

ほ
ん
わ
館
の

開
館
時
間
に
つ
い
て

柏
倉
家
住
宅
に
つ
い
て

町へご意見などある場合は ❸
町公式ホームページから…
トップページ下の「ひまわり直行便」の
バナーをクリックしてください。

お問い合わせ　政策推進課地域情報Ｇ　電話６６２–２２２３

手 紙 で …
〒９９０–0４９２　中山町大字長崎１２０
中山町役場政策推進課地域情報グループ

●‌�お寄せいただいたご意見は、個人情報を除いて、町の考え方ととも
に広報紙などに掲載させていただく場合があります。あらかじめご
了承ください。
●‌�皆さんの個人情報は適切に管理し、寄せられた内容に関してお問い
合わせ等させていただく以外の目的に利用することはありません。
●‌�氏名・住所・電話番号が明記されているものには、町からの回答を
送付させていただきます。記載のないものには送付できませんので、
送付希望の場合は記入をお願いします。

11 30.2.15



表彰状を手にする工藤さん

インフルエンザが流行中で、全員マスク着用での
授業となりました

前教育委員　工藤 春男さん
県教育功労者表彰を受賞

先生は、町の職員
長崎小６年生が税金を学ぶ

　「西郷隆盛・従道兄弟と中山町の縁」発信事業の一環とし
て、１２月２５日から１月８日まで、ひまわり温泉ゆ・ら・らでパ
ネル展を開催しました。昨年の８月にほんわ館および中央公
民館で開催したのに続き３回目となります。大河ドラマ「西
郷どん！」の放送も開始され、ゆ・ら・らのお客さんも立ち止
まって見入っていました。

　町立図書館ほんわ館では、１２月２４日から、「明治維
新 １５０年 戊辰戦争」と題した企画コーナーを設置し
ています。
　西郷どん関係の書籍をはじめ、戊辰戦争や、東北地
方における明治維新の意味などをまとめた興味深いも
のばかりを集めています。まだ開催中ですので、ぜひ
ご利用ください。

　平成１６年から平成２８年まで、町教育委員会教育委員を務められ
た工藤春男さん（岡）に、県教育功労者表彰状が贈られました。
　工藤さんは任期中、教育委員として、いじめ防止等の対策を総
合的かつ効果的に推進するための「町いじめ防止基本方針」の策
定に関わったのをはじめ、町の児童生徒の健全育成に大きく貢献
されました。

　１月１７日、長崎小学校６年生を対象に、租税教室
が行われました。これは、児童が社会の仕組みや税
の使われ方について考えることで、納税意識を身に
つけてもらおうと毎年実施されているものです。
　この日は、町の住民税務課の職員２名が講師とな
り、イラストなどを使いながら、税金の種類や目的
などについて、わかりやすく授業を行いました。
　班で話し合いながら、楽しく税についての知識を
深めていました。

西
せ

郷
ご

どんが熱い

西郷兄弟と中山町の縁パネル展
　　　　ひまわり温泉ゆ・ら・らで開催

ほんわ館では
　　　明治維新の企画コーナー

ますます明治１５０年

30.2.15 12

広報なかやま



T o p i c s ひまわり広場

書き初め展は、ほんわ館のギャラリーの後、
各学校を巡回して展示されました

　
中
山
町
立
小
中
学
校
三
校
合
同
書
き
初
め
展
が
開
催
さ
れ
、
１
月
２０
日
か
ら
２
月
１
日

ま
で
、
入
選
作
品
が
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
選
作
品
１
２
０
点
の
中
か
ら
、
町
長
賞
、
教
育
長
賞
、
町
議
会
議
長
賞
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
長
賞
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
中
学
校　
三
校
合
同
書
き
初
め
展

町
議
会
議
長
賞

中
山
中
２
年
　
原は

ら

だ田
　
美み

な

み波

教
育
長
賞

豊
田
小
６
年
　
鈴す

ず

き木
　
勇ゆ

う

と人

町　

長　

賞

長
崎
小
６
年
　
岸き
し

　
　
桃も

も

か加

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

中
山
中
１
年
　

塔

さ
い
と
う

　
　
凜り
ん

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

豊
田
小
５
年
　
森も

り

や谷
　
吏り

さ沙

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

長
崎
小
２
年
　
柴し

ば

た田
　
　
希
の
ぞ
み
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ひまわり広場

準備体操をして、それぞれのクラスに臨みました

きれいなシュプール描けたかな　町民スキー教室
　１月８日、１３日、２０日の３日間にわたり、町民スキー
教室が開催されました。今年は、２６名の参加者があり、
蔵王猿倉スキー場を会場に行われました。
　初心者から上級者まで参加者のレベルに合わせ、町ス
キークラブの方々が丁寧に指導をしました。今号の表紙
は、初心者クラスの練習風景で、スキーの基本のプルー
クボーゲンを講師の先生と一緒に滑っている様子です。
　３日間とも天候に恵まれ、最終日には、全日本スキー
連盟公認の「ジュニアバッジテスト」にチャレンジする
子どももいて、それぞれの成果が出た教室となりました。

緊張感漂う大会の様子

盤上の熱い戦い
新春町民囲碁・将棋大会
　１月２７日に、中央公民館を会場に、新春町民囲碁・将
棋大会が開催されました。
　将棋界では羽生善治氏が、囲碁界では井山裕太氏が、
国民栄誉賞を受賞することが決まり盛り上がりをみせて
います。それに負けじと、この大会にも囲碁に１２名、将
棋に１０名が参加し、クラスごとのリーグ戦で熱戦を繰り
広げていました。

それぞれの結果は次のとおりです。（敬称略）
【囲碁Ａクラス】 優勝　工藤　英昭（桜　町）　準優勝　縄野　欣敬（新　町）　第３位　鈴木　一司（旭　町）
【囲碁Ｂクラス】 優勝　佐藤　優支（いずみ）　準優勝　髙橋　修悦（西小路）　第３位　鈴木　幸男（あおば）
【将棋Ａクラス】 優勝　大沼　政廣（桜　町）　準優勝　横山　洋一（文新田）　第３位　齋藤　宗男（文新田）
【将棋Ｂクラス】 優勝　吉田　琉輝（梅ヶ枝町）　準優勝　髙橋　千洋（北小路）　第３位　丹野　流碧（梅ヶ枝町）

全員で元気に「いただきます」。いつも以上に
食が進んだようでした

一緒に食べると、もっとおいしいね
長崎小６年生

パスラボ山形ワイヴァンズと
交流給食

　プロバスケットボールチームのパスラボ山形ワイヴァンズの藤岡昂希選手と河野誠司選手が１月１５日
に長崎小学校を訪れ、６年生へのバスケットボール指導と、交流給食を行いました。
　これは、県教育委員会とパスラボ山形の共催で、児
童に正しい食習慣を身につけてもらおうという目的で
行われているものです。バスケットボールで楽しく身
体を動かした後、それぞれの教室に戻り、選手と児童
が一緒に給食をいただきました。この日の献立は、「ご
はん、牛乳、れんこんの和風フライ、野菜の梅和え、
すきやき汁、パスラボ山形応援ゼリー」です。
　選手と栄養教諭で「食育クイズ」を行い、この日の
献立にちなんだ栄養や、試合前の食事で気を付ける点
などを説明し、児童の興味を引き出しながら、楽しく
食べて、会話もはずんでいました。
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●志乃舞会 舞踊

●中山昔語りの会 とんと昔

 
 

 
 

 
 

広報なかやま 月 日号 掲載広告

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☎

 

月の休館日 ： 月 日 月

入浴営業時間 ～２月末日 朝６時３０分から

３月１日～ 朝６時００分から
3 月1 日㊍前売り券 フロントにて販売中 

●第八回ひまわり温泉ゆ・ら・ら寄席 

 
 
三遊亭小遊三・三遊亭笑遊 二人会 

 
昼の部 午後２時 開演／夜の部 午後６時 開演

入

夜の部 打上げ懇親会付き入場券 ５，０００円

入場料 ２，０００円 昼夜同額・入浴券付

広
　
告

第１３１話 馬上女神図絵馬

　
馬
上
女
神
図
絵
馬
は
、
岩
谷
十

八
夜
観
音
の
本
堂
に
奉
納
さ
れ
て

い
る
絵
馬
で
、
江
戸
時
代
末
期

に
、
西
町
の
酒
造
家
斉
藤
多た

蔵ぞ
う
が

納
め
た
も
の
で
す
。
描
い
た
の

は
、
柳
沢
出
身
の
画
家
西
塔
太た
い
原げ
ん

で
す
。
大
き
さ
は
、
縦
８０
㎝
、
横

４０
㎝
の
紙し

本ほ
ん
彩さ
い
色し
き
で
女
性
が
馬
に

ま
た
が
っ
て
早
駆
け
を
し
て
い
る

図
柄
で
す
。
そ
の
女
性
は
高た
か
髷ま
げ
を

布
で
結
び
、
恥
ず
か
し
げ
に
左
袖

口
で
口
元
を
抑
え
、
伏
し
目
が
ち

に
下
を
向
い
て
い
ま
す
。
衣
装
は

美
し
い
中
国
風
の
も
の
を
ま
と
っ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
脚
部

は
剥
落
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
右
手
は
手
綱
を

取
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

馬
は
駿
し
ゅ
ん

馬め

ら
し
く
た
く
ま
し
く
、

四
肢
共
に
長
く
、
前
脚
を
上
げ
空

に
飛
び
上
が
る
姿
勢
を
見
せ
て
い

ま
す
。
馬
頭
は
身
体
に
対
し
て
小

さ
く
、
首
を
上
げ
て
優
し
く
女
性

を
見
つ
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
。

　
こ
の
、
馬
上
女
神
図
は
、
オ
シ

ラ
様
を
描
い
た
も
の
と
解
釈
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
岩
手
県
遠
野
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
オ
シ
ラ
神
根こ
ん

源げ
ん

譚た
ん
を
手
本
と
し
て
描
い
た
も
の
と

推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
物
語
で
は
、
馬
上
の
女
性

は
長
者
の
愛め
ご

姫ひ
め

、
馬
は
、
長
者
の

飼
い
馬
栴せ
ん

檀だ
ん

栗く
り

毛げ

と
さ
れ
て
い
ま

す
。
姫
と
名
馬
が
相
思
相
愛
の
仲

と
な
っ
た
の
を
怒
っ
た
長
者
が
、

馬
を
殺
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し

て
殺
し
た
馬
の
首
を
は
ね
、
桑
の

木
に
吊
る
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
姫
は
た
い
そ
う
嘆
き
悲
し

み
、
馬
の
首
を
抱
き
し
め
ま
す
。

す
る
と
、
馬
の
首
が
姫
君
を
連
れ

た
ま
ま
天
へ
と
昇
っ
て
い
き
、
馬

と
姫
君
は
そ
の
ま
ま
、
天
か
ら

帰
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
う
し
て
姫
君
を
失
っ

た
両
親
が
悲
し
み
に
く
れ
て
い
る

と
、
夢
枕
に
姫
君
が
立
ち
、「
土

間
の
臼う
す
に
馬
の
形
を
し
た
白
い
虫

が
わ
く
。
そ
の
虫
は
蚕か
い
こと
い
い
、

桑
の
葉
で
飼
い
、
私
の
代
わ
り
に

大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
告
げ
ま

し
た
。
両
親
は
姫
君
の
言
葉
ど
お

り
に
、
臼
に
わ
い
た
蚕
を
大
事
に

育
て
、
養よ
う

蚕さ
ん

を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
と
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

　
こ
の
絵
馬
の
馬
の
顔
が
小
さ
く

優
し
い
の
と
、
姫
の
顔
が
長
く
描

か
れ
、
こ
と
さ
ら
に
真
っ
白
に
彩

色
し
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
オ
シ

ラ
神
の
象
徴
だ
か
ら
だ
と
推
測
で

き
ま
す
。

　
こ
の
絵
は
、
彩
色
筆
致
の
優
れ

て
い
る
点
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

珍
し
い
異
類
婚
の
精
神
的
描
写
が

見
事
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
素
晴

ら
し
い
点
だ
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
オ
シ
ラ
神
図
が
絵
馬
と
し

て
奉
納
さ
れ
た
理
由
は
、
オ
ナ
カ

マ
の
主し
ゅ
神し
ん
の
ト
ド
サ
マ
と
一
体
の

神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
オ
シ
ラ

神
は
蚕
の
神
だ
け
で
な
く
、
農
耕

全
般
に
わ
た
る
吉
凶
か
ら
、
家
々

の
吉
凶
、
さ
ら
に
は
眼
病
の
神
と

し
て
の
多
様
な
性
格
を
あ
わ
せ

も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
岩
谷
十
八

夜
観
音
堂
絵
馬
も
、
オ
ナ
カ
マ
の

主
神
と
し
て
の
信
仰
が
強
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
用
語
の
説
明
】

紙
本
：
書
、
画
、
文
書
な
ど
で
紙

に
か
か
れ
た
も
の
。
絹け
ん

本ぽ
ん

に
対
し

て
い
う
。

高
髷
：
根
元
を
高
く
仕
立
て
た
島

田
髷
の
一
種
。
高
髷
島
田
、
高
島

田
と
も
い
う
。

オ
シ
ラ
様
：
東
北
地
方
で
信
仰
さ

れ
て
い
る
家
の
神
で
あ
り
、
一
般

に
は
、
蚕
の
神
、
農
業
の
神
、
馬

の
神
と
さ
れ
る
。

オ
シ
ラ
神
根
源
譚
：
オ
シ
ラ
様
信

仰
の
基
と
な
っ
た
悲
し
い
物
語
の

こ
と
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
１０
章
第
１
節　
庶
民
と
信
仰
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ひまわり広場

横山選手の話を熱心に聞く中山ジュニアの皆さん

講演の後には、キャッチボールで交流

阪神の能
のう み
見選手を目標に、日々練習に取り組んでいると

話してくれた横山選手

「よいしょ」の掛け声で、餅つきにチャレンジ

だんご木を買い求める人などが繰り出しました

阪神タイガース　横山雄哉選手
中山ジュニアと交流

保育園で小正月の餅つき
町農業委員会の皆さん

縁起物を求めて　恒例の初市

　当町出身で、プロ野球選手として阪神タイガース
で活躍中の横山雄哉選手が、１月４日に中央公民館
で、中山ジュニア（髙橋光夫代表）と交流会を行い
ました。
　最初に行われた横山選手の講演ではジュニアの皆
さんからの質問に答え、「学生の頃は、身体を作る
ために、トレーニングとともに、食事にも気を使い
ました。皆さんも、きちんと食べてください」と、
アドバイスを送っていました。後半は、全員でキャッ
チボールを行い、年明けから横山選手と充実した楽
しい時間を過ごしていました。今後、ますますの活
躍が期待されます。

　子どもたちに、地域の昔からの伝統行事を体験しても
らおうと、１月２２日に、町農業委員会（秋葉俊博会長）が、
なかやま保育園で餅つきを行いました。
　農業委員会の皆さんが準備してくれた杵と臼で、年長
児４６人が餅つきを順番に体験しました。ついたお餅は
さっそく納豆餅にしてもらい、みんなで味わい、「ふわ
ふわしておいしい」「お餅を食べて、元気な子になりたい」
と口いっぱいに頬張っていました。

　１月１４日、役場前の上町通りで初市が開かれ、だんご木や初
飴などを買い求める人で賑わいました。
　今年は、日曜日でもあり、お天気に恵まれたことから、歩行
者天国となった会場にはたくさんの人出がありました。当日は
縁起物の露店のほか、町観光協会による芋煮の振舞いが行われ、
温かい湯気に誘われて行列ができるほどの人気となり、あっと
いう間になくなる盛況ぶりでした。
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まちの人口
（１月末現在）

人　口 人11,404 （前月比−１７人）

（男5,595人、女5,809人）

世帯数 世帯3,644 （前月比＋１世帯）

人の動き
（1月届出分）

出生２人　転入１１人

死亡１７人　転出１３人

世代を超えてワナゲで交流
町きららクラブ

声援を送られながら、一生懸命に点数をねらいました

「西郷どんが町にやってきた」などの特
集記事が掲載された平成２９年１１月１５日号

　１月５日、中央公民館大ホールを会場にして、
町きららクラブ（渡辺利明会長）主催の、二世代
交流ワナゲ大会が開催されました。これは、同会
員と小学生が親睦を図り、互いの理解と絆を深め
ようと開催されたもので、豊田地区放課後児童ク
ラブたかとりクラブと学童保育所まどか園の児童
が参加して行われました。
　声を掛け合いながら熱のこもった試合が繰り広
げられ、会場はあたたかな雰囲気に包まれていま
した。

県市町村広報コンクールで特選
　山形県広報協会が主催する「平成２９年度山形県市町村広報コ
ンクール」で　「広報なかやま」平成２９年１１月１５日号が広報紙
町村の部で最高賞の「特選」に選ばれました。町民の皆さんの
おかげで、平成２８年度に続いて２年連続での特選となりました。
　「広報なかやま」は、皆さんの取材への協力や情報提供によっ
て制作されています。これからも、見やすく、わかりやすく、
親しまれる広報紙を目指していきます。町で見かけたら、気軽
に声をかけてください。私たちも笑顔で取材をさせていただき
ます。これからもどうぞよろしくお願いいたします。
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お
知
ら
せ
版

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

№1299

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

①固定資産税� ４期
②国民健康保険税� 8 期
③介護保険料� 8 期
④後期高齢者医療保険料� 8 期

納期限　2月28日（水）
今 月 の 納 税 等

※�①、②はコンビニエンスストア
での納付が可能です。
※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ
� 　☎662-2112

　
町
議
会
３
月
定
例
会
が
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。
住
所
・
氏
名
を
記
入
す
る
だ
け

で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
な
お
傍
聴
は
先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
３
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

▼
３
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時

　
　
…
一
般
質
問

▼
３
月
２
日
（
金
）
午
前
10
時

　
…�

補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
提
案
、
条

例
等

▼
３
月
３
日
（
土
）・４
日
（
日
）…
休
会

▼
３
月
５
日
（
月
）
～
８
日
（
木
）

　
…
休
会
（
全
員
協
議
会
等
）

▼
３
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時

　
…
新
年
度
各
会
計
予
算
質
疑
、
採
決
等

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局�

☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

人
工
透
析
通
院
交
通
費　
　

　
　
　
　
　

 
を
助
成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ
�

☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

　
腎
臓
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方
（
身
体

障
害
者
手
帳
所
持
者
）
が
人
工
透
析
療
法
を

受
け
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
の
往
復
に
バ
ス
、

J
Ｒ
、
ま
た
は
自
家
用
車
を
利
用
し
た
場
合
、

交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ
し
、

病
院
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

●
申
請
方
法

医
療
機
関
の
通
院
証
明
書
（
平
成
29
年
９

中
山
町
第
３
子
以
降
保
育
料　
　

　
　
　

 

無
料
化
補
助
金
に
つ
い
て

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
子
育
て
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

●�
対
象　
中
山
町
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
生
計
を
同
一
に
す
る
第
３
子
以
降
の

児
童
が
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
届
出
保
育
施

設
等（
※
）に
入
所
し
て
い
る
児
童
の
保
護
者

●�

対
象
期
間　
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成

●
場
所　
役
場
大
会
議
室

※�

議
会
日
程
表
、
議
案
項
目
、
一
般
質
問
等

は
、
２
月
22
日
（
木
）
以
降
に
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
中
山
町
議
会
」
に
掲

載
し
て
い
る
ほ
か
、
町
の
公
共
施
設
、
一

部
店
舗
内
に
も
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い

ま
す
。　

月
１
日
か
ら
平
成
30
年
２
月
末
ま
で
の
通

院
実
績
）
と
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
通
院
証
明
書
と
申
請
書
の
用
紙
は
、

健
康
福
祉
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）と
、

役
場
総
合
窓
口
（
役
場
庁
舎
１
階
）
に
準

備
し
て
い
ま
す
。

●�

申
請
期
間　
２
月
26
日
（
月
）
～
３
月
９

日
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
を
除
く
）
に
、
健
康
福
祉
課

ま
た
は
役
場
総
合
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

30
年
３
月
31
日

●�

補
助
額　
対
象
期
間
中
の
入
所
費
用
の
内
、

保
育
料
、
給
食
費
、
補
食
費
、
冷
暖
房
費

お
よ
び
通
園
バ
ス
使
用
料
と
し
て
支
払
っ

た
費
用
。
た
だ
し
、
そ
の
他
の
補
助
金
や

減
免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を

差
し
引
い
た
額
。

●�

補
助
上
限
額　
私
立
幼
稚
園
…
年
額
35
万

　

�

円
、
届
出
保
育
施
設
等
…
年
額
44
万
４
０

　
０
０
円

●�

申
請
方
法　
関
係
書
類
を
添
付
し
、
３
月

９
日
（
金
）
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
類
は
健
康
福
祉
課
ま

た
は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
準
備
し

て
お
り
ま
す
。

※�

届
出
保
育
施
設
等
と
は
、
認
可
外
保
育
施

設
な
ど
都
道
府
県
の
認
可
を
受
け
て
い
な

い
児
童
福
祉
施
設
の
こ
と
で
す
。
な
お
、

な
か
や
ま
保
育
園
な
ど
の
認
可
施
設
に
つ

い
て
は
第
３
子
以
降
の
児
童
の
保
育
料
は

無
料
と
し
て
い
ま
す
。

公共下水道受益者負担金　　３期
※お問い合わせ先
　建設課下水道Ｇ
� 　☎６６２‐２１１５
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●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

中山町災害互助会費の納入について

目　　的 町内の家屋が火災にあい損害を受けたときに見舞金を支給し、併せて災害見舞等の廃止を促
し、生活の簡素化を進めます

組　　織 町内に居住する全世帯と中山町災害互助会の趣旨に賛同するものをもって組織
期　　間 ４月１日～翌年３月31日までの１年間

見舞金額
住宅が全焼の場合・・・・・・・・・・・・・・最高額５０万円
倉庫、作業所等が全焼の場合・・・・・・・・・最高額２０万円
※部分的な被害の場合には、その程度により額を決定します。

加入基準
の例

①同一世帯で一戸建ての普通住宅・・・・・・・１戸の加入
②世帯分離している一戸建ての普通住宅・・・・１戸の加入
③同一敷地内に普通住宅と作業小屋・・・・・・１戸の加入
④同一敷地内に名義が異なる複数の普通住宅・・名義人毎に加入
⑤敷地を別にしている普通住宅・・・・・・・・それぞれ加入
⑥町民が町内に所有し、夜間・日曜祝祭日等に無人となる事業所（工場・事務所）・・それぞれ加入
⑦借家・アパートの住人・・・・・・・・・・・世帯毎に加入
　※アパート等の経営者は、加入不可

※お問い合わせ先　政策推進課地域情報Ｇ　☎６６２ - ２２２３

　中山町災害互助会では、平成３０年度分会費の集金を各地区の区長さんに依頼しています。
　各家庭等を訪問の際にはご協力よろしくお願いします。

◆互助会費　１戸当たり２００円（生活保護世帯は免除）
◆地区から町への納入期限　３月９日（金）まで
◆制度概要

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
習
会
で

�　
　
　
　
　
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
健
康
づ
く
り
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
８
３
６

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
望
ま
し
い
食
生
活

を
学
び
、
地
域
に
広
め
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
食
生
活
改
善
推
進
員
）
を
養
成
す

る
講
習
会
で
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

地
域
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
の
推
進
や
芋
棒

煮
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
員
の
推

薦
を
各
地
区
区
長
に
お
願
い
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
平
成
29
年
度
よ
り
地
区
か
ら
の

推
薦
に
加
え
て
、
公
募
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

電
池
類
の
分
別
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
1
１
３

　
ご
み
の
分
別
が
不
適
切
だ
と
、
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
の
火
災
や
事
故
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
ご
み
を
出
す
際
は
も
う
一
度
ご
み
の

分
別
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
乾
電
池
、
ボ
タ
ン
電
池
、
充
電
式
電
池
類
、

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
等
は
、
水
銀
含
有
ご

み
と
し
て
透
明
袋
に
入
れ
、
毎
月
第
２
金
曜

日
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　今回折り込みの柏倉九左衛門家ひな
まつりのチラシ中「岡村民の歴史と柏
倉家」研究発表会の時間が13時～15時
30分となっていますが、正しくは13時
30分～15時30分です。お詫びして訂正
いたします。

お知らせ版２月１５日号
� チラシの訂正について

　
以
前
と
は
内
容
や
活
動
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
の
で
、
過
去
に
養
成
講
習
会
を
受
講
し
た

方
も
大
歓
迎
で
す
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

●�

対
象　
町
内
在
住
の
方
で
年
齢
、
性
別
は

問
い
ま
せ
ん
。

●�

期
間　
平
成
30
年
５
月
～
平
成
31
年
１
月

頃
に
か
け
て
計
５
回
開
催

●�

内
容　
講
話
や
調
理
実
習
、
運
動
の
実
技

な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
費
用　
無
料

●�

そ
の
他　
講
習
会
修
了
後
は
、
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
２
年
以
上
の
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

応
募
方
法　
２
月
15
日
（
木
）
～
３
月
１

日
（
木
）
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
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中
山
町
ス
ポ
ー
ツ　
　
　
　
　

　
　
推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
２
８
９

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と
熱
意
で
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
指
導
・
助
言
な
ど
が
で
き
る
方
、
町

民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
関
し
て
興
味
の
あ
る

方
を
「
中
山
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
と
し

て
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　
若
干
名

●�

雇
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

32
年
３
月
31
日
の
２
年
間

●�

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
方

①�

中
山
町
に
住
ん
で
い
る
20
歳
～
50
歳
の
方

（
平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
）

②�

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
企
画
・
指
導
・
助

言
が
で
き
る
熱
意
と
能
力
を
有
す
る
方

③�
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
係
る
事
業
お
よ

び
会
議
（
主
に
夜
間
や
土
日
）
に
出
席
・

協
力
で
き
る
方

●�

応
募
方
法　
応
募
申
込
用
紙
を
教
育
課
生

涯
学
習
Ｇ
（
中
央
公
民
館
窓
口
）
で
受
け

取
り
、
3
月
2
日
（
金
）
ま
で
必
要
事
項

介
護
認
定
調
査
員
を　
　
　

�

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

●�

業
務
内
容　
訪
問
調
査
等
介
護
保
険
事
務

に
関
す
る
業
務

●
募
集
人
数　
１
名

●�

雇
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

●�

勤
務
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
う

ち
休
憩
１
時
間　
土
・
日
・
祝
日
は
休
日
）

●�

勤
務
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
事
務

室
ほ
か

●
賃
金　
時
給
１
２
５
０
円

●�

応
募
資
格　
▼
保
健
師
・
看
護
師
・
介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
方　
▼
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
）
が

で
き
る
方　
▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証

を
取
得
し
て
い
る
方

●�

応
募
方
法　
２
月
26
日
（
月
）
正
午
ま
で

中
山
町
臨
時
職
員
を　
　
　

　
　
　
　
　
　

 

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局

�
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

●
業
務
内
容　
一
般
事
務

●
募
集
人
数　
１
名

●�

雇
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

●�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
は
休
憩

時
間
。
土
・
日
・
祝
日
は
休
日
）

●�

勤
務
場
所　
議
会
事
務
局
（
役
場
西
庁
舎

２
階
）

●�

賃
金　
日
額
５
６
０
０
円
（
通
勤
費
別
途

支
給
）

●�

応
募
資
格　
①
原
則
と
し
て
町
内
に
住
所

が
あ
り
通
勤
可
能
な
方
（
町
外
の
方
で
も

応
募
可
能
と
し
ま
す
。）　
②
心
身
と
も
に

健
全
で
、
働
く
こ
と
に
意
欲
の
あ
る
方　

③
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

等
）
の
で
き
る
方

●�

応
募
方
法　
３
月
１
日
（
木
）
午
後
５
時

ま
で
中
山
町
臨
時
職
員
申
込
書
兼
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
の
場
合
は
３
月
１
日
必
着
）。

受
付
期
間
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
し
ま
す
。
申
込
書
は
議

会
事
務
局
で
配
付
す
る
ほ
か
、
町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

※�

提
出
さ
れ
た
申
込
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
面

接
日
等
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。）

●�

そ
の
他　
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
次
有
給
休

暇
は
条
件
を
満
た
し
た
段
階
で
付
与
し
ま

す
。

に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
２

月
26
日
必
着
）。

●
選
考
方
法　
書
類
審
査
お
よ
び
面
接

●
面
接
日　
本
人
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
に
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

給
食
配
膳
パ
ー
ト
職
員
を　

　
　
　
　
　

   

募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

●
業
務
内
容　
学
校
給
食
配
膳
業
務

●
募
集
人
数　
３
名

●�

雇
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日

●�

勤
務
時
間　
▼
長
崎
小
学
校　
午
前
９
時

～
午
後
２
時
15
分
（
基
本
）　

▼
豊
田
小

学
校　
午
前
10
時
～
午
後
２
時
15
分
（
基

本
）　

▼
中
山
中
学
校　

午
前
10
時
～
午

後
２
時
15
分
（
基
本
）

※
勤
務
日
は
給
食
実
施
日
（
基
本
）

●�

勤
務
場
所　
町
内
小
中
学
校
（
勤
務
校
は

採
用
後
決
定
）

●�

賃
金　

時
給
８
１
３
円
（
参
考 

平
成
29

年
度
金
額
）

●
応
募
資
格　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

●�

応
募
方
法　
２
月
23
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
記
入
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
の
場
合
も
２

月
23
日
必
着
）。

●
面
接
日　
募
集
締
め
切
り
後
通
知
し
ま
す
。 20
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３月１日より営業時間が下記のとおりとなります
●開 館 時 間　午前６時（※）
●閉 館 時 間　午後１０時
●受付終了時間　午後９時
※３月～１２月：午前６時、１月～２月：午前６時３０分
　皆さまのご利用をお待ちしております
　お問い合わせ先
　　ひまわり温泉　ゆ・ら・ら　☎６６２ - ５７７７

ひまわり温泉ゆ・ら・ら
　　　　　営業時間変更のお知らせ
ひまわり温泉ゆ・ら・ら
　　　　　営業時間変更のお知らせ

地
域
史
に
つ
い
て
の
公
開
講
演
会

　
　
　
　
　
　
の
開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
町
郷
土
研
究
会

�

☎
６
６
２
‐
２
２
３
３

●�

日
時　
２
月
24
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜

●
場
所　
中
央
公
民
館

●�

講
師　
近
藤
守
利
氏
（
元
、「
中
山
町
史
」

編
纂
専
門
員
）

●�

演
題　
「
星
野
有
山
と
林
瑞
和
尚
」
～
幕

末
の
天
童
・
中
山
の
こ
と
な
ど
～

●
対
象　
本
会
会
員
お
よ
び
一
般
同
好
者

●
主
催　
中
山
町
郷
土
研
究
会

●
後
援　
中
山
町
教
育
委
員
会

図
書
館
講
座
「
野
菜
づ
く
り
の　

コ
ツ
と
裏
ワ
ザ
」の
開
催
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

�

☎
６
６
２
‐
６
６
８
８

●
日
時　
３
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
～

●
場
所　
町
立
図
書
館
ほ
ん
わ
館

●�

講
師　
一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協

会
東
北
支
部　
水
野
隆
史
氏

●
対
象　
家
庭
菜
園
に
関
心
の
あ
る
方

●
費
用　
無
料

認
知
症
わ
い
わ
い
カ
フ
ェ
を

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
介
護
支
援
Ｇ

�

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
の
こ
と
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
気
軽
に
話
し
合
っ
た
り
で

き
る
場
所
で
す
。

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
ご
家
族
、
認
知
症
に

つ
い
て
知
り
た
い
方
、
介
護
職
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●�

日
時　
３
月
６
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４

時
●
場
所　
中
央
公
民
館

●
内
容　

　
▼
講
話
「
認
知
症
の
人
と
の
過
ご
し
方
」

　
▼�

講
師　
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
理
学

療
法
学
科
講
師　
丹
野
克
子
氏

　
▼�

認
知
症
の
こ
と
に
つ
い
て
の
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
等

●�

対
象　
認
知
症
の
方
、
家
族
、
そ
の
他
認

知
症
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

20
名
程
度

●
参
加
費　
無
料

●�

申
込
方
法　
参
加
希
望
の
方
は
２
月
28
日

（
水
）
ま
で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
飛
び
入

り
の
参
加
も
可
能
で
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【�

男
女
共
同
参
画
講
座　
あ
な
た
の
人
生
、

食
で
決
ま
り
ま
す
よ
！
～
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

の
ス
ス
メ
～
】

●�

日
時　
３
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正

午
●�

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
５
階
視

聴
覚
室

●�

内
容　
６
つ
の
「
こ
」
食
の
問
題
点
や
食

を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
講
話
。
ま
た
、
簡
単
で
ヘ

ル
シ
ー
な
山
形
の
郷
土
食
の
レ
シ
ピ
の
提

供
。

●�

講
師　
岡
田
喜
志
子
氏
（
ス
ロ
ー
フ
ー
ド

山
形
・
山
形
ブ
ロ
ッ
ク
）

●
定
員　
先
着
30
名

●
費
用　
無
料

●
申
込
方
法　
電
話
で
男
女
共
同
参
画
セ
ン

　
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
情
報

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
山
形
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
フ
ァ
ー
ラ

�

☎
６
４
５
‐
８
０
７
７

●日時　３月１日（木）午前９時～午後４時
　　　　天候などにより変更となる場合があります
●場所　上町通り
◆�村山お祭り商業協議会によるお祭り鍋の
無料振舞（午前11時30分～）

　駄菓子サイコロ抽選会（午前10時～）
　だんご木や飲食店が多数出店
　※お問い合わせ先
　　町観光協会　☎６６２ - ２１１４

豊作祈願 だんご木市
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パブリック・コメント（意見公募）を実施しています
　町では、下記の計画（案）に対するパブリック・コメントを実施しています。
　このパブリック・コメントは中山町パブリック・コメント手続実施要綱に基づいて行うもの
です。
　つきましては、多くの町民の皆さまの声を反映させ、計画をより充実したものにするため、
策定中の計画の案を公開し、皆さまからの意見や提案を募集します（ご意見等の全部または一
部を公表させていただく場合があります）。
◆中山町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画（案）について

※提出・お問い合わせ先
　◆中山町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画（案）について
　　健康福祉課介護支援Ｇ　（☎６６２‐２４５６　ＦＡＸ６６２‐２０６５）　
　　　　　　　　　　　　　〒９９０-０４０６　中山町大字柳沢２３３６番地１
　◆第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画（案）について
　　健康福祉課福祉子育て支援Ｇ
　　　　　　　　　　　　　（☎６６２-２６７３　ＦＡＸ６６２-２０６５）
　　　　　　　　　　　　　〒９９０-０４０６　中山町大字柳沢２３３６番地１
　◆第２次男女共同参画計画（案）について
　　政策推進課政策企画Ｇ　（☎６６２-４２７１　ＦＡＸ６６２-５１７６）
　　　　　　　　　　　　　〒９９０-０４９２　中山町大字長崎１２０番地

●意見の提出方法　　　書面をご持参いただくか、郵送、ファクシミリでご提出ください。
　　　　　　　　　　　また、町公式ホームページの入力フォームからの提出も可能です。
●意見の募集期間　　　２月15日（木）～ 28日（水）
●計画および報告書の案の公表方法
　　　　　　　　　　　①　町公式ホームページへの掲載
　　　　　　　　　　　②　次の施設での閲覧
　　　　　　　　　　　　　・役場１階総合窓口　・保健福祉センター窓口　・中央公民館窓口
　　　　　　　　　　　　　・なかやま保育園　　・町立図書館ほんわ館

　高齢者の方が住み慣れた地域において、自分らしく安心して暮らしていけるまちづくりのために
「中山町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画」を策定します。

ホームページ　https://www.town.nakayama.yamagata.jp

◆第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画（案）について　
　障がい者総合支援法および児童福祉法に基づき、支援等の量と提供体制を確保するために「第５
期中山町障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画」を策定します。

◆第２次男女共同参画計画（案）について
　男女が自らの意志によって社会のあらゆる分野の活動に参画し、共に責任を担う男女共同参画社
会の形成を推進するため、「第２次男女共同参画計画」を策定します。

心
配
ご
と
法
律
相
談
所
を　

　
　
　
　
　
　

 

開
設
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

　
あ
な
た
の
お
悩
み
、
心
配
ご
と
に
柿
崎
弁

護
士
が
助
言
し
ま
す
。

●�

日
時　
２
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
15
分

～
４
時

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
研
修
室

●�

相
談
内
容　
財
産
・
相
続
・
土
地
・
金
銭
・

家
族
問
題
な
ど

●
予
約　
電
話
受
付
（
先
着
５
組
）

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
生
募
集
】

　

①
山
形
県
立
農
林
大
学
校
研
修
部
（
☎

０
２
３
３
‐
２
２
‐
８
７
９
４
）　
②
１

年
間（
平
成
30
年
４
月
～
平
成
31
年
３
月
）

　
③
農
業
関
係
試
験
研
究
機
関
、
先
進
農
業

経
営
者
、
農
林
大
学
校
等　
④
新
規
就
農

支
援
研
修
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
研
修　

⑤
新
規
就
農
50
名
、
新
分
野
導
入
・
農
産

加
工
20
名　

⑥
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
・
傷
害
保
険
・
宿
泊
等
の
必
要
経
費
は

自
己
負
担
）　
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ひまわりグラウンドゴルフ場
年間使用券購入・コース独占使用の申込受付を開始します

※お問い合わせ先
　総合体育館　☎６６２ - ２３００／教育課生涯学習Ｇ　☎６６２ - ２２８９

平成30年度の年間使用券およびコース独占使用の申込受付を開始します。
　●申込受付開始　３月１日（木）
●受付場所・時間
　総合体育館…火曜日～日曜日（午前９時～午後８時）
　　　※ただし、月曜日が祝日の場合は体育館の開館日となり、受付業務を行います。
　　　　代わりに翌日の火曜日が休館日になり、受付業務は休みとなります。
　　　　総合体育館のみの受付となります。
　【年間使用券】
●料　金　高校生以上…7,720円、　中学生以下…3,600円
　　　　　（有効期間　平成30年４月１日～ 11月30日）
●持ち物　①本人と確認できる顔写真２枚（縦３cm×横2.5cm ※厳守）　②使用券料金
　【コース独占使用】
●料　金　１コース　10,290円（１日）　6,480円（半日）
●持ち物　①印かん　②使用料金（必ず申し込み時に納めてください)
●その他　申し込みは、必ず独占使用日の１か月前までに行ってください

※10月10日（水）・11日（木）は「全国ひまわり杯グラウンド・ゴルフ大会」を開催します。
　大会当日は全コース使用できませんのでご了承ください。また、ぜひ大会へご参加ください。

【
中
山
町
き
ら
ら
ク
ラ
ブ
公
式
ワ
ナ
ゲ
講
習
会
】

　

①
社
会
福
祉
協
議
会　
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
（
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１
）　
②

３
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分　
③
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル　
④
公

式
ワ
ナ
ゲ
の
一
般
講
習
お
よ
び
公
式
ワ
ナ

ゲ
普
及
員
の
養
成
を
目
的
と
し
た
講
習
会

で
す
。　
⑤
▼
公
式
ワ
ナ
ゲ
の
ル
ー
ル
を

習
得
し
た
い
方　
▼
公
式
ワ
ナ
ゲ
普
及
員

の
資
格
認
定
を
目
指
す
方
（
中
山
町
き
ら

ら
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
も
ご
参
加
い

た
だ
け
ま
す
）　

⑥
無
料
（
公
式
ワ
ナ
ゲ

普
及
員
資
格
認
定
を
希
望
す
る
場
合
は

５
０
０
円
）　
⑦
２
月
23
日
（
金
）ま
で
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
ま
た
は
お
問
い
合
わ

せ
先
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【�

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

�

受
付
時
間
拡
大
の
お
知
ら
せ
】

　

①
全
国
共
通
番
号
（
☎
０
５
７
０
‐

０
６
４
‐
５
５
６
）　
②
３
月
１
日
（
木
）

～
７
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

⑧
こ
の
ほ
か
、
心
の
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
６
３
１
‐
７
０
６
０
）
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
５
時
（
土
・
日
、
祝
祭
日
除

く
）。
電
話
相
談
や
来
所
相
談
が
困
難
な

方
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

【�

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
が
ん
相
談
セ
ン

タ
ー
へ
】

　
④
が
ん
検
診
後
の
精
密
検
査
、
診
断
か
ら

治
療
、
そ
の
後
の
療
養
生
活
や
社
会
復
帰

と
、
が
ん
に
か
か
わ
る
様
々
な
悩
み
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
「
が
ん
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。「
こ

ん
な
こ
と
相
談
し
て
も
大
丈
夫
か
な
？
」

と
心
配
せ
ず
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。
相
談

員
が
、
お
話
を
聞
き
な
が
ら
あ
な
た
に

合
っ
た
〝
が
ん
と
の
向
き
合
い
方
〟
を
一

緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。　
⑥
無
料　
⑦

▼
電
話
で
の
ご
相
談
…
週
５
日（
月
～
金
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
☎
０
８
０
０
‐

８
０
０
‐
８
２
３
０
）　

▼
窓
口
で
の
ご

相
談
…
要
予
約
、
週
３
日
（
火
、
水
、
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時　
場
所
…（
公
財
）

や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
山
形
検
診
セ
ン

タ
ー
内
（
必
ず
右
記
電
話
番
号
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
日
時
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

【
生
活
な
ん
で
も
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

　
①
一
般
社
団
法
人
山
形
県
労
働
者
福
祉
協

議
会　
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
や
ま
が
た

（
☎
０
１
２
０
‐
３
９
‐
６
０
２
９
）　
②

２
月
22
日
（
木
）
～
24
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
５
時　
④
生
活
に
関
す
る
悩
み

や
困
り
ご
と
相
談
（
生
活
相
談
、
労
働
相

談
、
法
律
相
談
、
多
重
債
務
問
題
、
就
労

相
談
な
ど
）　

⑥
無
料　

⑦
事
前
申
込
不

要
。
当
日
、
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
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国民年金保険料を
　　　　　口座振替で前納するとお得です

　口座振替の振替方法は次の５種類から自由に選んで申し込むこ
とができます。
（参考）平成29年度の振替方法別割引額
①２年前納　（４月～翌々年３月分）　　　
　1回あたりの納付額　378,320円　割引額　15,640円
　振替日　４月末
②１年前納　（４月～翌年３月分）
　1回あたりの納付額　193,730円　割引額　4,150円
　２年分に換算した割引額　8,300円　振替日　４月末
③６か月前納　（４月～９月分、10月～翌年３月分）
　1回あたりの納付額　97,820円　割引額　1,120円
　２年分に換算した割引額　4,480円
　振替日　４月末、10月末
④当月末振替（早割）　本来の納付期限よりも１か月早く口座より
　振替する方法です。
　1回あたりの納付額　16,440円　割引額　50円
　２年分に換算した割引額　1,200円　振替日　毎月月末
⑤翌月末振替　保険料の割引はありません。
　1回あたりの納付額　16,490円　振替日　翌月月末

※お問い合わせ先　
日本年金機構山形年金事務所　☎６４５ - ５１１１

※平成30年度の保険料割引額は、平成30年２月下旬に決定する予定です。
●申込期間　①、②、③については、２月28日（水）まで必着　
　　　　　　④、⑤については振替開始を希望する前々月まで
●申込場所　山形年金事務所（郵送も可）、または口座をお持ちの金融機関
●必要なもの　年金手帳、預金通帳、金融機関届出印、申込用紙（年金事務所、
　　　　　　　金融機関、役場住民税務課年金窓口にあります）
●その他　・すでに口座振替で前納をされている方は、前納の区分の変更がない
　　　　　　場合、改めて届出をしていただく必要はありません。
　　　　　・クレジットカードによる納付も可能です。ご希望の方は、下記へ
　　　　　　お問い合わせください。

【１】契約社員
●採用予定人員　１名
●募集職種　一般事務
●要件等　　中山町在住の18歳以上60歳未満
　　　　　　で、普通自動車運転免許証をお
　　　　　　持ちの方。パソコン（Word、
　　　　　　Excel）のできる方
●勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
●休日等　　土、日、祭日
●加入保険等　　雇用・労災・健康・厚生

【２】パート従業員　
●採用予定人員　若干名
●募集職種　客室清掃、浴室清掃、朝食・配
　　　　　　膳係、販売・調理補助、宴会・
　　　　　　配膳係
●要件等　　中山町在住の18歳以上60歳未満
　　　　　　の方
●勤務時間　午前６時～午後10時の６時間程
　　　　　　度
●休日等　　週休二日制（シフト制）
●加入保険等　　雇用、労災
【１】【２】とも、
■申込期間　２月28日（水）まで履歴書
　　　　　　（写真添付）を提出してください。
■試験日　　３月上旬予定
※応募先およびお問い合わせ先
　株式会社中山町振興公社　
　（ひまわり温泉「ゆ・ら・ら」内）
　担当　清野、菊地　☎６６２ - ５７７７

（株）中山町振興公社従業員の募集

【
楽
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①
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テ
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Ａ
Ｘ
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４
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２
４
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３
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記
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２
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⑦
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Ｘ
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①
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３
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３
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③
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３
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１
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④
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マ
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と
し
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し
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ん
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▼
演
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▼
演
題
２
…
膝
痛
の
話　

▼
演
題
３
…
転
倒
予
防
の
運
動
の
話　
▼
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題
４
…
花
の
山
形
！
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
体
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説
と
実
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⑦
事
前
申

込
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⑧
参
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車
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４
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※
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①
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
東
北
弁
護
団
事
務
局

（
☎
０
１
２
０
‐
７
６
‐
０
１
５
２
）　
②

３
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　
④
Ｂ
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⑦
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幼
少
時
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団
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対
し
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て
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３
６
０
０
万
円
の
給
付
金
等
が
支
払
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れ

る
制
度
で
す
。
た
だ
し
、
給
付
を
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け
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た
め
に
は
、
国
を
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手
に
訴
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し
て
証

拠
に
み
基
づ
き
救
済
要
件
に
該
当
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
上
で
国
と
和
解
等
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
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　健康食品や化粧品等の通信販売に関するホームページ等で、「1回目90％OFF」「初回実質0円(送料の
み)」などと通常価格より低価格で購入できることを広告する一方で、実は数カ月間の定期購入が条件で
あったという相談が寄せられています。
【アドバイス】
　●商品を注文する際には、「定期購入が条件となっていないか」や「支払うこととなる総額」などの契
　　約内容をしっかり確認しましょう。
　●通信販売ではクーリング・オフ制度はありません。解約・返品できるかどうかなど条件をしっかり
　　確認しましょう。
　●事業者に連絡をした証拠として電話、FAX、メールなどの記録を残しておきましょう。

　「お試しのつもりが定期購入」のトラブルに注意しましょう！消費生活の窓口から

※ご相談・お問い合わせ先　中山町消費生活相談窓口（住民税務課住民Ｇ内）　☎６６２ - ２５９３
　　　　　　　　　　　　　相談受付　役場①番窓口　月～金曜日（祝日除く）
　　　　　　　　　　　　　午前８時30分～正午、午後１時～４時

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 ２/27（火）
9：00〜１0：００

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います（この
日時で妊婦さんご本人の都合がつかない場合
はご連絡ください）。
●持ち物　印かん、妊娠届出書、個人番号が

確認できるもの（個人番号カード、
個人番号通知カード等）と本人確
認ができるもの（個人番号カード、
運転免許証等）

定期健康相談 ２/27（火）
10：30〜11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談を行
います。

育 児 相 談 会
（ 予 約 制 ）

２/27（火）
10：30〜11：30

育児全般について、保健師・助産師または管
理栄養士が相談に応じます。前日まで電話で
ご連絡ください。

乳 児 健 診

２/28（水）
１１か月児
１３：００集合
３か月児
１３：1０集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成２９年３月・１１月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、

交換用おむつ（１１か月児は歯ブラ
シも）

も ぐ も ぐ
ごっくん教室

３／２（金）
９：３０集合

保健福祉
センター
２階和室

平成２９年７月～９月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳、エプロン、おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方について
　　　　　お話と調理実習

こころの健康相談
（ 予 約 制 ）

３／８（木）
１３：３０〜

保健福祉
センター
２階
洋会議室

本人またはその家族の相談を行います。
◆�希望する方は、３月２日（金）まで健康福
祉課健康づくりＧ（☎６６２－２８３６）
に申し込んでください。

冬季に多い「感染性胃腸炎」、「インフルエンザ」に注意しましょう！
【感染性胃腸炎】
◆調理や食事前、用便後、おむつ交換時など、石鹸でこまめな手洗いを心がけましょう。
◆加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱（８５℃で１分以上）しましょう。
【インフルエンザ】
◆�帰宅時、トイレの後、食事前、せきやくしゃみで口を押えた後など、石鹸でこまめな手洗いを心が
けましょう。
◆帰宅時などうがいをしましょう。
◆�せきやくしゃみ等の症状がある時や、混み合った場所や乗り物など換気の不十分な場所にいる時は
マスクを着用しましょう。
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スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

NAKAYAMA TOWN INFORMATION

町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんなまちの魅力をお知らせしていきます。 アイ

ラブ

Vol.1９
Ｉ

この広報紙は
再生紙・植物油インキを使用しています。

投稿、掲載の仕方は簡単です。
　①‌�　‌あなたが、ご自身のスマートフォンで、中山町の
「場所、風景、行事、イベント、食べ物」などを撮
影します。対象は、あなた自身が感じた 中山町の
魅力＝アイラブ中山 を撮影したものです。

　②‌�　Twitter（ツイッター）で「＃中山町」を付けて、
その写真を投稿します。

　③‌�　リアルタイムで、その写真が、町公式ホームペー
ジに掲載されます。

「＃中山町」って、なんて読む？
「ハッシュタグ なかやままち」と
読みます

　＃中山町を付けてツイッターに投稿した画像は右のよ
うに、町公式ホームページに表示されます。あなたの撮
影した中山町の魅力一杯の画像を投稿し、一緒に、町の
魅力を発信しませんか。ぜひ、お待ちしています。

皆さんと一緒に作る
� 広報の第１歩として…

　第３者の著作権、肖像権、その他の権利を侵害するおそれのある写真や、公序良俗に反する写真、取り組みの趣旨にそぐわ
ないと思われる写真はご遠慮ください。町の魅力を発信するツールです。皆さんのモラルで、気持ちよく使いましょう。

ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
…

こ
の
画
面
に
な
り
ま
す

　町では、平成２９年８月から町公式ホームページをリニューアルしました。そのホーム画面に、町の魅力
（アイラブ中山）を画像で発信するコーナーを設けています。
　ホーム画面の下の方まで画面をスクロールすると、「写真募集中！中山町の魅力を発信しませんか」と

「＃中山町」で、
あなたの身近な町の魅力（アイラブ中山）を
情報発信してください

出てきます。この「＃中山町」のところに、皆さんがス
マートフォンなどで撮影した画像を載せることができます。

30.2.15 26

広報なかやま


